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令和８年度 秋田県立矢島高等学校

第１回学校運営協議会 議事録

【日時・場所】

令和８年６月１７日（水）１４：１５～１５：１５

秋田県立矢島高等学校 大会議室

【出席者】

１ 学校運営協議会委員

大 井 永 吉 【天寿酒造株式会社代表取締役社長】

庄 司 嘉 政 【矢島高等学校元ＰＴＡ会長】

佐々木 正 純 【矢島スポーツ協会会長】

茂 木 雅 人 【本海流坂之下番楽講中】

佐 藤 俊 弘 【矢島高等学校拓道同窓会会長】

三 浦 秀 人 【矢島まちづくり協議会会長】

滝 野 由紀夫 【元由利本荘市役所矢島総合支所長】

赤 川 忍 【矢島保育園職員】

佐 藤 郁 子 【矢島高等学校校長】

２ 矢島高等学校［事務局］

小 松 隆 行 【教頭】

内 田 隆 仁 【事務長】

髙 橋 晃 二 【教諭（総務部主任・ＷＧ１委員長）】

畠 山 圭 亮 【教諭（教務部主任・ＷＧ２委員長）】

打 矢 泰 之 【教諭（特別活動部主任・ＷＧ２副委員長）】

村 井 良 裕 【教諭（２年部主任・商業科主任・ＹＢＰ主担当）】
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【議事概要】

１ 開会

２ 校長あいさつ

今年度校長に着任いたしました佐藤郁子と申します。どうぞよろしくお願い

いたします。皆様には今年度の委員を快くお引き受けいただきましたこと、ま

た、本日はご多用の中ご出席いただきましたこと、誠にありがとうございます。

おかげ様で本日ここに第１回学校運営協議会を開催できますことを心より感謝

申し上げます。

さて、２０１８年度４月に秋田県で初めて矢島高校がコミュニティ・スクー

ルに指定され、今年で９年目を迎えました。現在県内では、６校の県立高校に

このコミュニティ・スクールが導入されております。令和１０年度には全ての

県立学校で導入完了を目指す流れとなっておりまして、本校はその先駆者とし

て、大変重要な役割を担っております。

今年度は地域みらい留学を利用した県外からの新入生１名を含め、１年生１

３名、２年生１０名、３年生１９名、全校生徒４２名でスタートしております。

県外からの新入生は、新しい生活にも慣れ、いよいよ来月から課外活動として

由利高原鉄道で、運転士になるための学習を始めるところです。さらに、今年

度は本校にとって創立１００周年という記念すべき大きな節目にあたります。

１０月３１日の記念式典をはじめ、その他の記念事業も計画しております。生

徒数や教職員数が限られている中ではございますが、同窓会、保護者の皆様、

そして何より地域の皆様のお力添えをいただきながら、この記念すべき１年を

盛り上げてまいりたいと考えております。

本日は、この後今年度の教育方針、ビジョンのご承認や年間計画の確認、ワ

ーキンググループの顔合わせや協議を予定しております。矢島高校のきめ細や

かな教育と１００年の伝統を次の世代へつなぐため、皆様の知恵とパワーをぜ

ひお貸しください。本日は限られた時間ではございますが、実りある協議とな

りますよう、どうぞよろしくお願い申し上げます。

３ 出席者紹介

小松教頭が、出席者を紹介した。

４ 協議

（１）会長及び副会長選出

佐藤校長が議長として進行し、会長を大井委員、副会長を庄司委員とする

事務局案が承認された。
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（２）会長あいさつ

先ほど、校長からコミュニティ・スクールになって９年目だという話があ

りました。準備段階を入れると、少なくとも１０年は経っています。また、

今年は１００周年ということで、記念すべき年でもあります。そういった中

で、いい大人がこれだけの人数で、時間をつくってやっていくわけですから、

何かしら矢島高校のためになる確実な形を残す必要があります。秋田県の高

校で１番最初に、コミュニティ・スクールになり、そういう積極的な姿勢が

代々の校長先生に引き継がれ、もちろん先生方も含めて、やってきています。

それがどういう形になったのか、これまでやってきたことも少し見つめ直し

て、良かったこと、悪かったこと、何が足りなかったのかというような議論

もしなければいけないと思います。我々も限られた時間しかご協力できてお

りませんが、だからしょうがないとか、選ばれたから出席しただけでは、や

る意味がないと思います。私が会長ですので、できていなければ私の責任と

いうことでもあります。みんなで、やりがいのある形で、やっていければと

思いますので、どうぞ今年もよろしくお願いいたします。

（３）矢島高等学校におけるコミュニティ・スクールについて

ここから大井会長が議長として進行し、佐藤校長が、資料に基づき説明を

行った。

（４）学校状況説明

① 令和８年度学校運営方針について

佐藤校長が、資料に基づき説明を行った。質疑応答を経て、令和８年

度学校運営方針が承認された。

（質疑応答）

庄司委員：地域と共に、地域を支える人材を育てる学校というスクー

ル・ミッションは、地域みらい留学に関連づけられている

のか。

佐藤校長：全国から集まる未来の担い手を地域と共に育み、できれば

矢島に残ってもらいたいと考えている。

庄司委員：残ってもらうためのビジョンはあるのか。

佐藤校長：今はそれを目指して動いている状況である。

庄司委員：由利高原鉄道の運転士やジオパーク関連の資格取得など、

学校独自の売りや魅力をアピールし、生徒が将来の夢を見

つけられるようにする必要がある。県内の中学生に入学し
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てもらうために何か方策を考えているか。

佐藤校長：中学生が減っているので、なかなか厳しいところがあるが、

地域みらい留学を起爆剤にしながら、アピールしていきた

い。

庄司委員：由利本荘以外の地区で学校説明会を開催しているか。

佐藤校長：今のところは開催していない。

大井会長：学校教育方針は非常に理解しやすく、生徒を地域に残すと

いう目的を明確に掲げている点が画期的である。農家は深

刻な後継者不足に陥っているが、昨年の米価高騰で大きな

利益を得た農家があるように、大型化や協業化を進めるこ

とで、農業は大きな将来性がある。東京など都市部での実

際の生活の厳しさも冷静に見せつつ、地元に残ることに希

望を持たせることが重要になる。秋田県知事も若者の県外

流出に対して強い危機感を持っており、高校生の地元就職

率を重視している。単なる理念だけではなく、由利本荘地

区や秋田県に何人の生徒を残すのかという具体的な目標を

立て、魅力づくりの具体策に落とし込んでいく必要がある。

三浦委員：地域みらい留学で、４名の生徒が学校見学に来たが、１名

しか矢島高校を受検していない。受検しなかった３名に対

して、理由の聞き取りを行ったか。

小松教頭：３名のうち１名は２年生である。１名は母親の実家がある

都道府県の高校に進んでおり、もう１名の進学先について

は確認していない。ほかにも、東京での説明会で参加者か

ら好感触を得ることもあったが、様々な理由で受検には至

らなかった。

三浦委員：この事業は非常に期待が持てるが、下宿先が見つからない

と、入学者数が限られることになる。

② 令和８年度学校運営協議会年間計画について

佐藤校長が、資料に基づき説明を行った。

③ その他

小松教頭が、資料に基づき、４月からの学校状況、令和７年度卒業生

の進路動向等について説明を行った。
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５ 諸連絡

内田事務長が、委員報酬について説明を行った。

６ 閉会

※ 学校運営協議会終了後、各ワーキンググループでの協議を実施


